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株式会社三菱UFJ銀行 

 

名古屋市との包括協定締結について 

 

 

株式会社三菱UFJ 銀行（取締役頭取執行役員 半沢
はんざわ

 淳一
じゅんいち

、以下 当行）は、本日、名古屋市と「名

古屋市と株式会社三菱UFJ銀行との連携・協力に関する包括協定」（以下 本協定）を締結いたしま

した。 

 

1. 本協定締結の目的 

 名古屋市は、2019年9月に「名古屋市総合計画2023」を策定し、「世界に冠たるNAGOYA」を目

指し、公民連携の取り組みについても積極的に進めています。一方で、新型コロナウイルスの流行

に加え、少子高齢化の加速、DXや脱炭素といった新しい社会への構造変化、スタートアップ育成を

通じた産業構造転換など、解決すべき社会課題は山積しています。 

 当行は、名古屋市と今まで以上に一体となった連携・協力関係を構築し、ともに環境・社会課題

の解決に取り組み、名古屋市の持続可能で高い国際競争力を持つまちづくりに貢献していくため、

本協定の締結により協働を加速させてまいります。 

 

2. 本協定の概要 

 名古屋市と当行は、名古屋市総合計画2023に示す、以下5つの都市像の実現に向け、双方協議のう

え定めた連携項目について連携・協力してまいります。 

(1) 人権が尊重され、誰もがいきいきと暮らし、活躍できるまち 

(2) 安心して子育てができ、子どもや若者が豊かに育つまち 

(3) 人が支え合い、災害に強く安心・安全に暮らせるまち 

(4) 快適な都市環境と自然が調和したまち 

(5) 魅力と活力にあふれ、世界から人や企業をひきつける、開かれたまち 

 具体的には、「低炭素・脱炭素社会の推進への協力」「スタートアップ支援に対する各種協力」

「効果的なインバウンド誘客・経済復興支援等につながる行政のデジタル化やキャッシュレス社会

の推進」「公民連携推進に関する協力」の4つを柱事業として掲げ、連携・協力してまいります。 

 

 当行は、本協定を通じて、名古屋市の目指す都市像の実現に向けてともに取り組み、当地域の発

展・成長に貢献してまいります。 

 

以 上 


